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鶴
木
眞
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
鶴
木
眞
君
が
、
こ
の
度
博
士
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
の

は
『
情
報
政
治
学
』
（
三
嶺
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
で
あ
る
。

　
本
審
査
報
告
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
　
本
論
文
の
位
置
づ
け
と
構
成

　
　
（
二
）
　
本
論
文
の
内
容
要
旨

　
　
（
三
）
　
本
論
文
の
評
価

　
　
（
四
）
　
結
論

（
一
）
　
本
論
文
の
位
置
づ
け
と
構
成

　
本
論
文
の
著
者
で
あ
る
鶴
木
眞
君
は
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
、
あ
る
い
は
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
領
域
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
学
術
論
文
を
執
筆
し
、
公
表
し
て
き
た
。

ま
た
、
『
メ
デ
ィ
ア
と
情
報
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
（
弘
文
堂
）
、
『
は
じ

め
て
学
ぶ
社
会
情
報
論
』
（
三
嶺
書
房
）
、
『
客
観
報
道
』
（
成
文
堂
）

と
い
っ
た
、
当
領
域
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
論
集
を
編
集
し
て
き

た
。
加
え
て
、
ニ
ュ
ー
ス
研
究
の
領
域
で
は
必
読
文
献
と
な
っ
て
い

る
『
ニ
ュ
ー
ス
社
会
学
』
（
O
・
タ
ッ
ク
マ
ン
著
）
の
翻
訳
を
行
う

な
ど
、
専
門
領
域
を
同
じ
く
す
る
他
の
研
究
者
に
対
し
て
多
く
の
刺

激
を
与
え
て
き
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
観
点
か
ら
、

数
多
く
の
海
外
調
査
を
手
が
け
、
分
析
を
行
い
、
い
く
つ
か
の
政
策

提
言
も
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
『
日
系
ア
メ
リ
カ
人
』

（
講
談
社
）
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
入
門
』
（
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
、

『
パ
レ
ス
チ
ナ
と
ア
ラ
ブ
人
』
（
慶
鷹
通
信
）
、
『
真
実
の
イ
ス
ラ
エ

ル
』
（
共
著
”
同
友
館
）
な
ど
の
著
書
に
結
実
し
て
い
る
。

　
今
回
、
鶴
木
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
情
報
政
治

学
」
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
マ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
地
域
を
対
象
と
し
た
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
、
両
者
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
生
じ
て
き
た
地
域
問
題
や
国
際
政
治
問
題
、
特
に
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
事
例
研
究
を
行
い
、
情
報
政
治
学
の
可
能
性
を
提

示
し
た
意
欲
的
な
論
文
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
章
　
　
情
報
化
と
社
会
変
動

　
　
第
一
章
　
政
治
社
会
学
と
情
報
空
間
”
高
度
情
報
化
社
会
論
の

　
　
　
　
　
　
軌
跡
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第第
立　立早早

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
一
〇
章

情
報
政
治
学
一
新
た
な
視
座
を
求
め
て

国
際
情
報
秩
序
へ
の
「
情
報
政
治
学
」
ア
プ
ロ
ー
チ

　
「
新
国
際
情
報
秩
序
論
」
と
「
新
世
界
情
報
秩
序

論
」
を
手
掛
か
り
と
し
て

政
治
変
動
へ
の
「
情
報
政
治
学
」
ア
プ
ロ
ー
チ
“
グ

ラ
ス
ノ
ス
チ
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
解
放
の
神
話
の
崩

壊地
域
研
究
へ
の
「
情
報
政
治
学
」
ア
プ
ロ
ー
チ
”
ベ

ト
ナ
ム
の
一
九
九
〇
年
代
を
事
例
と
し
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
「
情
報
政
治
学
」
ア
プ
ロ
ー

チ
一
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
監
視
機
能
と
報
道
枠

組
み

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
「
情
報
政
治
学
」

ア
プ
ロ
ー
チ
”
東
西
冷
戦
崩
壊
と
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ

ー
シ
ョ
ン

ニ
0
世
紀
に
お
け
る
戦
争
形
態
へ
の
「
情
報
政
治

学
」
ア
プ
ロ
ー
チ
”
消
耗
戦
争
か
ら
低
強
度
戦
争
へ

社
会
的
危
機
管
理
へ
の
「
情
報
政
治
学
」
ア
プ
ロ
ー

チ
”
サ
イ
バ
ー
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
可
能
性

　
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
ヘ
の
「
情
報
政
治
学
」
ア
プ
ロ

ー
チ
H
新
し
い
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
時
代

を
迎
え
て

（
二
）
　
本
論
文
の
内
容
要
旨

　
著
者
は
ま
ず
、
序
章
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
欧
米
や
日
本
で
論
じ

ら
れ
て
き
た
社
会
情
報
論
に
関
し
て
批
判
的
な
検
討
を
行
う
。
そ
の

中
で
、
』
方
で
変
化
し
た
人
々
の
情
報
空
間
は
、
近
代
国
民
国
家

を
形
成
す
る
が
、
他
方
で
近
代
国
民
国
家
が
そ
れ
に
適
し
た
人
々
の

情
報
空
間
を
作
り
上
げ
る
」
（
六
頁
）
と
述
べ
、
情
報
空
間
と
国
民

国
家
の
相
互
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
社
会
進
化
論
的
発

想
か
ら
完
全
に
脱
し
切
れ
な
い
社
会
情
報
論
や
メ
デ
ィ
ア
論
の
見
解

に
対
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
の
脱
構
築
化
を
図
る
た
め
の
手
法
を
提
示

す
る
。
そ
の
際
、
特
に
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
情
報
を
経

済
財
と
し
て
把
握
す
る
情
報
経
済
論
、
そ
し
て
情
報
経
済
論
の
影
響

を
強
く
受
け
て
き
た
高
度
情
報
化
社
会
論
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
高
度
情
報
化
社
会
論
と
い
う
用
語
・
概
念
が
有
す

る
政
治
的
含
意
に
注
目
し
、
そ
れ
を
楽
観
論
と
悲
観
論
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
日
本
政
府
の
遂
行
し
て
き
た
情
報
化
に
か
か
わ
る
諸
政
策
に
お

い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
楽
観
論
が
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
同
時
に
、
情
報
社
会
論
や
高
度
情
報
社
会
論
が
、
こ
う
し
た

楽
観
論
に
基
づ
い
て
き
た
こ
と
を
政
策
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
、

128



特別記事

そ
こ
か
ら
「
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
『
情
報
社
会
論
』
」
と

い
う
見
解
を
導
き
出
す
。
こ
の
章
で
は
ま
た
、
「
危
機
管
理
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
『
高
度
情
報
社
会
論
』
」
と
い
う
見
解
も
提
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
著
者
の
主
張
は
、
そ
の
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
主
要
な
目
的
が
、
高
度
情
報
社
会
が
引
き
起
こ
す
様
々
な
社
会

問
題
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
「
事
実
が
加
工
さ
れ
た
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
『
現
象
的
』
に
創
作
さ
れ
る
状
況
、
思
考
や
行
動
の
様

式
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
情
報
処
理
の
手
続
き
に
従
う
よ
う
に

管
理
さ
れ
る
状
況
な
ど
を
、
社
会
病
理
現
象
と
見
破
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
国
民
の
な
か
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
」
（
二
二
頁
）
に
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
続
く
第
二
章
と
第
三
章
は
、
そ
れ
ま
で
の
理
論
的
考
察
を

踏
ま
え
、
後
の
各
章
の
具
体
的
な
分
析
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
、
言
う

な
れ
ば
理
論
と
分
析
の
結
節
点
と
な
る
章
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
ま

ず
、
「
西
側
」
情
報
社
会
が
、
経
済
効
率
を
高
め
る
意
図
を
強
く
持

つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
』
国
単
位
の
『
情
報
化
』
の
進
展
が
必
ず

し
も
先
進
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
全
体
の
経
済
効
率
の
向
上
に
対
し
て

親
和
性
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
」
（
ご
こ
頁
）
が
指
摘
さ
れ
る
。
特

に
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
化
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
は
、
「
国
単
位
の
政
策
的
独
自
性
を
残
し
な
が
ら

国
際
的
協
調
を
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
達
成
す
べ
き
な
の
か
を
決

定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
同
頁
）
と
い
う
困
難
な
問
題
を
抱
え
込
む

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
「
西
側
」
情
報
社
会
が
抱
え
る
脆
弱
な
側

面
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
種
の
社
会
が
抱
え
る
第
二
の
問
題
点
と
し

て
、
構
築
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
「
『
西
側
』
社
会
に
と
っ
て
、
政
治

的
変
動
な
い
し
政
治
的
不
安
定
の
担
い
手
と
な
り
う
る
対
抗
勢
力
を

惹
起
さ
せ
、
連
帯
化
さ
せ
る
た
め
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も
機
能

す
る
場
合
が
あ
る
」
（
三
六
－
三
七
頁
）
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
第
三
の
問
題
点
と
し
て
、
「
政
治
的
支
配
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を

握
っ
て
い
る
勢
力
に
よ
り
提
示
さ
れ
る
『
仮
想
現
実
』
構
築
の
た
め

の
シ
ナ
リ
オ
が
永
続
性
を
必
ず
し
も
持
ち
得
な
い
」
（
四
二
頁
）
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
こ
の
よ
う
な
『
仮
想
現
実
』

は
、
も
と
も
と
の
『
シ
ナ
リ
オ
』
に
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
新
し

い
情
報
が
加
え
ら
れ
た
り
、
シ
ナ
リ
オ
の
展
開
の
過
程
で
論
理
的
矛

盾
が
生
じ
た
り
、
予
期
せ
ぬ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
奪
が
行
わ
れ
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
（
四

一
頁
）
。
以
上
の
点
か
ら
著
者
は
、
既
存
の
楽
観
的
な
情
報
社
会
論

や
そ
れ
に
基
づ
く
情
報
化
政
策
に
関
し
て
批
判
を
加
え
つ
つ
も
、
そ

れ
ら
を
推
進
す
る
政
策
主
体
、
お
よ
び
そ
れ
を
容
認
す
る
「
西
側
」

の
国
家
社
会
に
内
在
す
る
脆
弱
性
を
鋭
く
指
摘
す
る
。

　
高
度
情
報
社
会
に
お
け
る
こ
う
し
た
国
家
社
会
の
脆
弱
性
に
関
し

て
は
、
情
報
を
め
ぐ
る
南
北
問
題
、
そ
し
て
情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
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に
伴
う
国
家
・
文
化
主
権
の
間
題
を
扱
う
第
三
章
で
も
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
著
し
い
進
展
に
よ
り
、

「
国
民
国
家
の
『
文
化
的
自
律
性
』
の
保
持
が
脅
か
さ
れ
」
、
同
時
に

「
国
民
国
家
と
い
う
枠
組
み
の
政
治
的
な
対
外
的
独
立
性
、
対
内
的

絶
対
性
へ
の
疑
義
が
出
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
（
四
八
頁
）
。
次
い
で

著
者
は
、
か
つ
て
政
治
学
や
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
領

域
で
多
く
の
注
目
を
集
め
た
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
再
論
す
る
。
こ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
は
、

従
来
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
統
合
の
問
題
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
情
報
主
権
や
文
化
主
権
の
問
題
に
対
す
る
関
心
が
希
薄
で

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
度
情
報
社
会
に
お
い
て
国
家

は
、
情
報
主
権
や
文
化
主
権
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
を

抱
え
込
み
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
「
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
な
法
的

構
造
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
主
権
国
家
の
存
続
が
秩
序
の
基
幹

に
な
っ
て
い
る
」
（
五
九
頁
）
と
い
う
矛
盾
し
た
状
況
の
中
に
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
理
論
的
検
討
を
も
と
に
し
て
、
第
四
章
以
降
で
は
諸
地

域
に
お
け
る
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
を
中
心
に
、
よ
り

具
体
的
な
事
例
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
政
権
下
で
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
が
推
進
さ
れ
、
ソ
連
社
会
で
様
々
な

自
由
化
や
解
放
が
試
み
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
か
え

っ
て
民
族
問
題
が
顕
在
化
し
た
状
況
に
つ
い
て
考
察
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
中
心
は
、
著
者
が
長
年
関
心
を
寄
せ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人

問
題
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
著
者
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
を
再
検
討
す
る
な
か
で
様
々
な
資
料
を
用
い
な
が
ら
具
体
的
な

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
歴
史
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
ソ
連
社

会
へ
の
通
文
化
化
が
進
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

様
々
な
差
別
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
こ
の
状

況
に
関
し
て
著
者
は
、
「
ソ
連
邦
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

政
権
の
下
で
よ
り
大
き
な
宗
教
上
の
自
由
を
認
め
ら
れ
、
ま
た
イ
ス

ラ
エ
ル
ヘ
の
移
民
に
つ
い
て
規
制
が
大
幅
に
緩
め
ら
れ
た
。
し
か
し

同
時
に
、
ソ
連
邦
内
の
諸
民
族
の
民
族
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
ロ
シ

ア
人
の
大
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
」
（
七
二
ー
七
三

頁
）
、
そ
れ
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
噴
出
を
招
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

同
時
に
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
下
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
、
い
わ
ゆ
る

「
解
放
の
神
話
」
の
上
に
立
っ
て
し
ま
い
、
当
時
の
解
放
が
現
実
に

は
部
分
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
認
識
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
続
く
第
五
章
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
情
報
政
策
の
地
域
的
特

徴
に
関
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
、
そ
こ
か
ら
「
悪
意
あ

る
宣
伝
を
意
図
し
な
い
限
り
、
あ
る
い
は
国
家
の
政
治
的
・
文
化
的

主
権
を
侵
害
し
な
い
限
り
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
『
言
論
・
表
現
の
自
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由
』
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
（
九
八
頁
）
と
い
う
見

解
を
導
く
。
本
章
の
直
接
の
分
析
対
象
で
あ
る
べ
ト
ナ
ム
の
情
報
政

策
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
方
針
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
の
み
な
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
規
制
に
も
適
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
で
は
、
国
家
間
の
相
互
依
存
関
係
が
強
ま
る
中
で
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
の
問
題
点
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
本
拠
を
置
く
国
家
の
利
害
か
ら
ど
れ
だ
け
自

ら
の
論
点
を
独
立
さ
せ
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

資
本
主
義
経
済
の
下
で
私
企
業
と
し
て
報
道
や
娯
楽
を
提
供
し
て
い

る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
営
利
の
論
理
か
ら
ど
れ
だ
け
自
ら
の
論
点

を
独
立
さ
せ
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
（
一
〇
五

頁
）
と
い
う
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
無
論
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
や
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
い
て

は
古
典
的
か
つ
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
情
報
政
治
学
の
観
点
か

ら
、
著
者
は
こ
の
う
ち
前
者
の
問
題
、
す
な
わ
ち
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

と
国
益
の
問
題
を
中
心
に
す
え
、
国
際
政
治
に
関
す
る
理
論
的
展
開

と
関
連
さ
せ
な
が
ら
論
じ
る
。
そ
の
上
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
報
道
に

お
い
て
日
本
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
言
説
が
著
し
く
混
乱
し
た
と
批

判
を
加
え
、
そ
の
原
因
を
以
下
の
点
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
「
日

本
の
主
流
新
聞
の
依
拠
し
た
報
道
の
『
枠
組
み
』
が
、
一
、
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
二
、
東
西
冷
戦
下
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
偏

向
の
問
題
と
、
三
、
適
切
性
を
欠
い
た
海
外
取
材
体
制
の
も
と
に
置

か
れ
て
い
た
」
（
ニ
ニ
頁
）
と
い
う
三
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日

本
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
抱
え
る
問
題
点
、
す
な
わ
ち
国
際
状
況
監

視
機
能
の
不
十
分
さ
に
つ
い
て
鋭
く
批
判
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

　
第
七
章
で
は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
実
の
間
題
を
扱

い
つ
つ
、
近
年
の
そ
れ
ら
の
動
向
が
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
に
及
ぼ
し
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
、
理
論
的
関
心
を
前
面
に
出
し

な
が
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
地
方
化
」
と
「
国

際
化
・
世
界
化
」
と
い
う
相
反
す
る
二
つ
の
社
会
的
趨
勢
と
相
互
作

用
が
、
国
家
一
元
的
な
従
来
の
国
際
政
治
論
や
国
内
政
治
論
を
解
体

さ
せ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
が
以
下
の
三

つ
の
研
究
対
象
を
生
み
出
し
、
差
別
化
さ
せ
る
に
至
っ
た
と
指
摘
す

る
（
二
二
一
－
一
三
二
頁
）
。
第
一
は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
「
世
界
と
い
う
社
会
」
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
認
識

す
る
次
元
で
あ
る
。
第
二
は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
国
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
続
性
を
も
つ
不
可
分
の
も
の
と
し
て
認

識
す
る
次
元
で
あ
る
。
第
三
は
、
そ
れ
故
に
逆
説
的
に
高
ま
る
国
家

へ
の
関
心
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な

わ
ち
国
家
の
形
態
変
化
で
は
な
く
属
性
の
変
化
（
国
家
主
権
の
意
味

の
変
化
や
、
そ
の
行
使
の
仕
方
の
変
化
）
の
下
に
お
か
れ
た
国
内
コ
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
次
元
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
西
冷
戦
構
造
崩

壊
以
後
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
各
地
域
に
関

す
る
情
報
政
治
学
の
観
点
か
ら
の
研
究
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
そ
の
出
自
を
持
つ
情
報
政
治
学

が
、
国
際
政
治
学
と
密
接
に
関
連
す
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

分
析
と
は
異
な
る
自
律
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と

考
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
知
的
作
業
と
し
て
以
下
の
四
点
を
掲
げ

て
い
る
（
一
四
七
－
一
四
九
頁
）
。
そ
れ
は
第
一
に
、
メ
デ
ィ
ア
を

相
対
的
に
独
立
し
た
装
置
と
し
て
捉
え
る
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ン
・
ス

ト
リ
ー
ム
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
様
々
な
知
見
（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
論
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
論
、
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
論
な
ど
）
を

横
断
的
に
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
こ
の
メ
イ
ン
・

ス
ト
リ
ー
ム
研
究
に
対
し
て
、
批
判
的
な
立
場
に
立
ち
、
メ
デ
ィ
ア

が
存
在
す
る
社
会
の
背
景
や
論
理
（
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ズ
、

ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど
）
を
重
視

す
る
こ
と
。
第
三
に
、
国
際
（
世
界
）
政
治
の
現
実
の
状
況
の
な
か

に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
時
系
列
的
に
継
続
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
。

こ
れ
に
は
戦
争
報
道
や
イ
メ
ー
ジ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る
研
究

が
相
当
す
る
。
第
四
に
、
手
法
と
し
て
の
計
量
的
志
向
に
距
離
を
置

き
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
分
析
を
志
向
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
八
章
か
ら
一
〇
章
ま
で
の
三
つ
の
章
で
は
、
近
年
注
目
度
が
と

み
に
高
ま
っ
て
い
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
間
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
第
八
章
で
は
、
高
度
情
報
社
会
の
特
徴
、
な
い
し
は
デ
ィ
レ
ン
マ

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
高
度
情
報
化

が
も
た
ら
す
複
数
の
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ

た
組
織
で
は
、
組
織
間
の
権
限
の
分
散
化
が
進
む
一
方
、
同
時
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
全
体
的
に
把
握
し
て

い
る
部
署
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
一
五
八
頁
）
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
こ
そ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
問
題

点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
ロ
行
為
に
象
徴

さ
れ
る
、
近
年
の
戦
争
形
態
の
変
化
を
見
る
時
、
こ
れ
ま
で
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に
お
い
て
肯
定
的

に
評
価
さ
れ
て
き
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
「
環
境
監
視
機
能
」
も
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
テ
ロ
行

為
が
生
じ
た
理
由
、
す
な
わ
ち
「
『
な
ぜ
』
の
部
分
が
テ
ロ
リ
ズ
ム

報
道
に
加
え
ら
れ
た
時
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
し
ば
し
ば
テ
ロ
リ
ス

ト
の
武
器
に
な
る
」
（
一
六
六
頁
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
続
く
第
九
章
で
は
、
サ
イ
バ
ー
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
問
題
へ
と
展
開

さ
れ
る
。
こ
の
種
の
テ
ロ
行
為
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
テ
ロ

リ
ズ
ム
の
行
使
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
経
由
し
て
国
家
的
重
要
基
盤
に

損
傷
を
与
え
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
サ
イ
バ
ー
空
間
上
で
社
会
的
不
安
を

醸
成
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
と
い
う
三
局
面
に
分
類
さ
れ
る
。
サ
イ
バ
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1
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
発
生
は
、
「
人
々
の
日
常
的
生
活
空
間
の
な
か

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
新
た
な
組
織
形
態
を
持
っ

た
テ
ロ
組
織
」
（
一
七
四
頁
）
を
生
み
出
す
と
い
う
側
面
も
あ
わ
せ

持
つ
。
こ
う
し
た
新
た
な
形
態
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
ヘ
の
対
処
策
と
し
て
、

国
際
レ
ジ
ー
ム
の
構
築
を
期
待
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
「
国
際
化
し

た
そ
れ
ら
の
非
国
家
的
組
織
（
H
非
国
家
的
テ
ロ
組
織
“
引
用
者
）

を
、
国
際
法
や
条
約
あ
る
い
は
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
価
値
や
規
範

（
国
際
レ
ジ
ー
ム
）
の
下
で
統
制
す
る
こ
と
は
事
実
上
、
極
め
て
困

難
で
あ
る
」
（
］
八
二
頁
）
と
述
べ
る
。

　
最
終
章
で
あ
る
第
］
○
章
に
お
い
て
は
、
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
高

度
情
報
化
の
側
面
が
分
析
さ
れ
る
と
と
も
に
、
冷
戦
構
造
崩
壊
以
後

の
高
度
情
報
社
会
で
は
、
「
国
内
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
国
際
化
」
と
「
国

際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
国
内
化
」
と
い
う
「
新
し
い
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
テ
ロ

リ
ズ
ム
」
の
時
代
を
迎
え
る
に
い
た
っ
た
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
形
態
は
従
来
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
型
リ
ン
ケ
ー
ジ
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
リ
ン
ケ
ー
ジ
ヘ
と
移
行
し
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
、
テ
ロ
の
実
行
主
体
を
見
て
も
大
き
な
変
化
が

生
じ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
「
新
た
な
政
治
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

冷
戦
後
の
主
要
な
国
際
紛
争
の
中
で
、
犠
牲
を
払
っ
て
も
護
り
抜
こ

う
と
す
る
価
値
が
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
人
種
・
民
族
・
宗

教
・
倫
理
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ヘ
と
移
行
し
」
、
そ
し
て
「
テ
ロ
リ

ズ
ム
の
実
行
主
体
が
政
治
的
目
標
と
は
無
縁
の
組
織
と
連
携
す
る
傾

向
を
深
め
て
い
る
」
（
一
九
七
頁
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
急
激

な
変
化
を
と
げ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
抑
止
す
る
た
め
の
基
本
枠
組
み
と

し
て
、
著
者
は
「
指
揮
（
9
ヨ
日
睾
α
）
」
「
管
制
（
O
o
葺
3
一
）
」

「
通
信
（
O
O
ヨ
ヨ
⊆
巳
8
二
〇
昌
）
」
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
O
o
B
－

℃
日
震
）
」
「
諜
報
（
冒
邑
一
蒔
窪
8
）
」
「
監
視
（
ω
弩
括
≡
き
8
）
」

「
偵
察
（
菊
①
8
口
昌
巴
器
き
8
）
」
と
い
う
「
9
あ
界
を
掲
げ
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止
と
テ
ロ
リ
ス
ト
の
追
跡
・

摘
発
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
す
る
（
二
〇
〇
頁
）
。
そ
し
て

最
後
に
、
こ
う
し
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
抑
止
の
方
策
は
、
他
の
情
報
収
集

活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
大
き
な
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
主
張
さ

れ
て
い
る
。

（
三
）
　
本
論
文
の
評
価

　
著
者
は
、
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
本
論
文
の
執
筆
動
機
と
し
て
、

「
政
治
学
と
い
う
広
い
学
問
領
域
の
中
で
、
サ
ブ
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

と
し
て
の
政
治
社
会
学
の
範
疇
で
『
情
報
政
治
学
』
の
所
在
を
明
ら

か
に
す
る
」
（
二
〇
五
－
二
〇
六
頁
）
点
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
指

摘
は
、
本
論
文
が
、
「
情
報
政
治
学
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
正
面
か

ら
論
じ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
研
究
領
域
の
開
拓
が
主
た
る
狙

い
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
狙
い
は
、
か
な
り
の
程
度
達
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成
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

や
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど
、
情
報
政
治
学
と
密
接
な
関

連
を
も
つ
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
と
の
差
異
を
意
識

し
な
が
ら
情
報
政
治
学
に
関
す
る
理
論
的
考
察
を
行
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
既
存
の
理
論
研
究
に
対
す
る
十
分
な
理
解
が

あ
っ
て
初
め
て
可
能
な
作
業
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
理
論
的
考
察
を
参
照
し
な
が
ら
多
様
な
事
例
研

究
を
行
っ
て
い
る
点
も
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、

著
者
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
諸
地
域
を
対
象
と
し
た
社
会
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
成
果
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
関
し
て
は

著
者
は
早
く
か
ら
関
心
を
持
ち
、
調
査
研
究
を
蓄
積
し
て
き
た
が
、

本
論
文
は
そ
の
成
果
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、

国
民
国
家
の
形
成
と
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
理
論
枠
組
み
を
超
え
る
試
み
を
積
極
的
に

行
い
、
そ
の
作
業
を
軸
に
す
え
な
が
ら
情
報
政
治
学
の
領
域
に
引
き

寄
せ
て
事
例
研
究
を
行
っ
て
い
る
点
は
高
く
評
価
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
に
加
え
、
戦
争
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
国
際
紛
争
の
問
題

を
積
極
的
に
扱
い
、
と
く
に
冷
戦
構
造
崩
壊
以
後
の
そ
の
種
の
国
際

紛
争
の
変
化
に
関
し
て
適
切
な
論
評
を
行
っ
て
い
る
点
も
十
分
評
価

で
き
る
。
「
低
強
度
戦
争
」
や
「
サ
イ
バ
ー
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
と
い

っ
た
概
念
を
駆
使
し
て
、
新
た
な
形
態
の
国
際
紛
争
に
関
し
て
考
察

を
加
え
て
い
る
点
は
、
著
者
が
強
く
主
張
す
る
情
報
政
治
学
の
確
立

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
に
学
術
的
に
高
い
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ

る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
既
存
の

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、

国
際
関
係
論
、
国
際
政
治
論
に
関
す
る
、
よ
り
綿
密
な
理
論
的
検
討

を
行
う
必
要
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
作
業
は
、
著
者
が
既
に
発
表
し
た
研
究
業
績
の
中
で
か
な
り

の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
る
形

で
本
論
文
に
取
り
込
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
本
論
文
は
よ
り
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
本
論
文
で
行
っ
た
数
多
く
の
事
例
研
究
を
総
合
す
る
枠

組
み
、
あ
る
い
は
明
確
な
結
論
を
示
す
章
が
設
け
ら
れ
て
い
た
な
ら

ば
、
本
論
文
の
価
値
は
よ
り
高
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
確
か
に
、
本

論
文
が
情
報
政
治
学
と
い
う
新
た
な
研
究
領
域
の
開
拓
と
構
築
に
意

欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

こ
う
し
た
評
価
は
適
切
さ
を
欠
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
や
は

り
序
章
や
第
一
章
、
第
二
章
に
お
い
て
の
理
論
的
考
察
が
、
事
例
研

究
を
経
た
後
に
再
度
吟
味
さ
れ
る
形
で
提
示
さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
論
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文
の
目
的
の
達
成
度
が
よ
り
高
ま
っ
た
の
で
は
と
い
う
思
い
は
拭
え

な
い
。

（
四
）
　
結
論

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
や
今

後
の
課
題
を
有
し
て
は
い
る
も
の
の
、
鶴
木
眞
君
が
提
出
し
た
「
情

報
政
治
学
」
は
、
理
論
と
分
析
、
い
ず
れ
の
面
で
も
学
術
的
に
優
れ

た
価
値
を
持
つ
も
の
と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
我
々
審
査
員
は
、
鶴

木
眞
君
に
博
士
（
法
学
）
（
慶
磨
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

二
〇
〇
二
年
↓
0
月
一
五
日

主
査

副
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
社
会
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

霜
野
　
壽
亮

関
根
　
政
美

大
石
　
　
裕

松
田
康
博
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
松
田
康
博
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
台
湾
に
お
け
る
一
党

独
裁
体
制
の
成
立
」
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

終
章

序
論

中
国
国
民
党
の
「
改
造
」

中
央
に
お
け
る
党
政
関
係

党
に
よ
る
地
方
統
制

党
と
軍

党
と
特
務
機
構

土
地
改
革
政
策
の
政
策
決
定
過
程

結
論

（
一
）

　
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
中
国
共
産
党
と
の
内
戦
に

敗
れ
た
中
国
国
民
党
は
、
一
九
四
九
年
二
一
月
台
湾
に
撤
退
し
、
そ

こ
で
一
党
独
裁
体
制
を
確
立
し
た
。
本
論
文
の
主
要
な
分
析
対
象
は
、

一
九
五
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
国
民
党
独
裁
体
制
の
成
立
過
程
で
あ
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